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第５ 回市 民 参加 推進 委員 会  会 議録 （概 要 ）  

 

１  日   時   平 成２ ７ 年 ８ 月１ ９ 日 （ 水） 午前 １０ 時 ～正 午  

２  場   所   流 山市 役 所第 ２庁 舎３ ０ ４会 議室  

３  出席 委 員   井 原委 員 長、吉 永副 委員 長、秋 山 委員、今 村委 員、  

上平 委員 、 国府 田委 員、 野 路委 員、 森委 員 、  

和田 委員  

４  欠席 委 員   山 中委 員  

５  事 務 局  倉 井部 長、須郷 課 長、斉 藤課 長補 佐 、竹 之 内係 長、  

渡邊  

７  傍聴 人    １ 名  

８  協議 事 項  

（１ ） 答 申 （案 ）に つい て  

ア  平成 ２ ６年 度評 価シ ー トに つい て  

イ  答申 （ 案） につ いて  

（２ ）そ の 他  

９  協議 内 容  別紙 のと お り  
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別 紙  

（１ ） 答 申 （案 ）に つい て  

ア  事業 評 価シ ート につ い て  

市民 参加 条 例対 象２ ６事 業 につ いて の 評 価 シー ト（ 案） う ち、

うち ４事 業 の評 価シ ート 「 ⑤当 該事 業の 評 価に つい て」 に つい

て、 協議 が 行わ れ、 主な 意 見は 次の とお り 。  

なお 、２ ６ 事業 の評 価に つ いて は、 別添 評 価シ ート のと お り決

定し た。  

 

【流 山市 高 齢者 計画 】  

・当 該 事業 は 、３年 に１ 回 に改 正す る計 画 であ るこ とを 市 民に 周知

させ てい る か疑 問で ある 。今後 、市民 誰も が 高齢 化し てい く 中で 、

市民 がど れ だけ この 計画 を 認識 して いる か 疑問 を持 った た め、情

報提 供（ 周 知） に対 し努 力 すべ きと 判断 し た。  

・評 価 基準 とし ては 、他の Ａ 評 価事 業に よ うに 特別 な工 夫 をし た か

疑問 があ る 。  

・市 民 参加 の手 法の 選択 は 評価 する が 、そ の ス ケジ ュー ル に問 題が

ある 。また 、計 画策 定事 業 のた め、市 民が 計画 その もの に つい て

意見 を聞 か れて も意 見が 出 しに くい ため 、情 報 提供 の工 夫 が必 要

では ない か 。  

・目 立っ た 工夫 はし てい な いが 、内 容が 高齢 者 計画 であ る ため 、ツ

イッ ター 等 でな く、行 政 側か ら 説明 会を 行 った 姿勢 は評 価 した い。 

・市 民 参加 の手 法と して は 、手 順を 踏ん で 実施 して いる 点 を評 価し

た。  

 

【流 山市 地 域支 え合 い 活 動 推進 条例 】  

・こ の条 例 は、曖昧 な条 例 であ り、施行 後は ど うな るの か と感 じた

が、市民 参加 の 手法 とし て は、担当 課は タ ウン ミー ティ ン グ等 数

回に わた り 行っ た こ とは 評 価し たい 。  

・推 進 委員 会は 事業 内容 に つい て評 価し て はい けな いが 、条 例 施行

後は 、自 治会 へ の説 明会 を 行っ たが 、は たし て どれ だけ 自 治会 が

理解 して い るか 疑問 であ る。た だし 、市 民参 加 の手 法 と し ては 評
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価し たい 。  

 

【流 山市 健 康都 市プ ログ ラ ム】  

・市 民 の意 見を 聞く には 聞 きづ らい 内容 で ある 。意 見 を聞 き た いの

であ れば 、 見や すく 内容 の 解る 資料 の工 夫 が必 要で はな い か。  

・理 念的 なも の（ 事業 ）で あれ ば 、事 業に 反 対 する 人は い ない 。担

当課 は 、その 理 念の 説明 を どの 程度 まで 説 明す るか を検 討 する 必

要が ある 。市民 に聞 く案 件（対 象案 件 ）自 体の 検証 も必 要 では な

いか 。  

・情 報提 供 の方 法に 工夫 が 見受 けら れな い 。  

 

【流 山市 保 育料 徴収 規則 の 改正 】  

・こ の 事業 は具 体的 な事 業 であ り、保 育料 の 値 上げ につ い てに もか

かわ らず 、国 か らの 情報 が 遅い 理由 から ス ケジ ュー ル的 に 厳し い

とは いえ 、パ ブ リッ クコ メ ント は０ 件と い うの は情 報提 供 に問 題

があ った の では ない か。  

・パ ブ リッ クコ メン トは 書 面で の意 見提 出 であ り、書 き方 は 難 しい

た め 、 直 接 意 見 を 聞 く 意 見 交 換 会 の 方 は よ か っ た の で は な い か 。 

 

 

【そ の他 に つい て】  

評価 シー ト につ いて  

・評 価が ４ 段階 のた め、例え ば 、Ｂ 評価 でも 、Ａ評 価に 近 いＢ 評

価と Ｃ評 価 に近 いＢ 評価 が ある 。評価 方法 そ の もの につ い て検

討す べき と 考え る。  

・項 目別 に 評価 する 方法 も どう か。  

 

答申 受け た 行政 の対 応に つ いて  

・行政 は、どの よ うに 答申 を 反映 させ たの か 見え ない 。そ のた め、

実 施 シ ー ト 等 に ど の よ う に 反 映 さ せ た の か 等 を 明 記 さ せ る べ

き 。（答 申を 積 み 上げ た結 果 がわ から ない ）  
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イ  答申 （ 案） につ いて  

事務 局よ り 答申（ 案）につ いて は、次回 の推 進 委員 会で 協議 す る。

なお 、修 正 等が あれ ば、８ 月２ ４日（月 ）午 前 中ま でに 事 務局 に提

出す るこ と が決 定さ れた 。  

 

（２ ）そ の 他  

ア  第６ 回 推進 委員 会に つ いて  

・開 催日 は ８月 ２６ 日（ 水 ）午 後３ 時  ３ ０４ 会議 室と す る。  

・審 議内 容 は、 建議 に対 す る 答 申（ 案） に つい て と する 。  

 

 

井原 委員 長  

以上 で会 議 を終 了す る。  

 

 


